
第１回 福井警察署協議会 

開 催 日 時 令和８年５月２８日（木）午後２時２０分から 

開 催 場 所 福井警察署 講堂 

出  席  者 
福井警察署協議会委員  ８名 

福井警察署員署長以下  ８名 

協議会の概要 

１ 福井警察署協議会会長挨拶 

２ 福井警察署長挨拶 

３ 自己紹介 

４ 事務概況報告 

(1) 令和８年度の体制 

(2) 各課の重点業務 

(3) 最近の主な事件・事故、事例紹介 

(4) 駐車監視員活動ガイドライン 

５ 提言書手交 

６ 質疑応答 

○ 委員： 全国では高校生が強盗殺人事件に加わるショックな事件が起きている。

警察、地域住民、家族があらゆる角度から見守る、そして罪を犯すとどう

なるかを教えなければいけない時代と感じる。 

● 警察： 委員ご指摘のとおり、社会全体での取り組みがより重要である。警察で

は各学校の防犯教室で、犯罪の加害者とならないようＳＮＳの危険性を訴

える取組みを実施している。このほか、サイバーパトロールで確認した犯

罪の実行者募集情報には、違法・有害情報として事業者に削除依頼を行っ

ている。 

当署としても、学校行事や地域の催しなどあらゆる機会を通じ、将来あ

る若者が道を誤らないよう、広報啓発活動を推進する。 

○ 委員： 「トクリュウ」が関与している可能性がある窃盗事件が住居近くで発生

した。早期の逮捕を願うほか、防犯のアドバイスを知りたい。 

● 警察： 防犯対策として、家屋の施錠のほか、ふくいポリス等で発信する犯罪情

報を参考に、不審な人や車両を見かけた際には警察へ通報願いたい。 

なお、福井市では、５月１日から条件付きで高齢者向けの防犯設備導入

費用の補助事業を開始し、市のＨＰで案内が出ている。 

○ 委員： 連日報道されている特殊詐欺被害について、被害予防の啓発活動をもっ

と行ってもらいたい。 

● 警察： 犯行には国際電話が使われていることから、固定電話に対する不通対策

や、警察庁推奨のスマホアプリの導入を呼びかけている。 

当署では、全ての課、全署員が県民と触れ合うあらゆる機会を通じて、

広報啓発活動を推進する方針である。 
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提言書 

  

北陸新幹線の県内開業から２年が経ち、県外からの交流人口は堅調に推移して、

社会が活気に満ちていることは大変喜ばしい限りです。しかしその一方で、人の往

来の活発化は、都市部で深刻化する特殊詐欺や犯罪グループの流入・広域化のリス

クや交通事故の発生が心配されます。このような情勢を踏まえまして、「安全で安

心な福井の実現」に向け、次の２点を重点とした取組を推進していくことを提言し

ます。 

 

１ ＪＲ福井駅周辺や片町などの繁華街を中心に、制服警察官やパトカーの巡回等

の見える・見せる活動による警戒と、犯罪の検挙や飲酒運転等の悪質な交通違反

の取締りを推進してください。このほか、自転車の交通反則通告制度が適用され

たことを受け、自転車運転ルールの浸透を図ってください。 

 

２ 犯罪対策に効果的が高い防犯カメラの設置を、福井警察署管内の犯罪や交通事

故の発生状況を分析して、関係機関、団体と連携して促進してください。このほ

か、子ども、女性、高齢者を守るために、ＳＮＳなどの広報媒体を活用して、犯

罪や交通事故に関する情報をいち早く知らせる取組を推進してください。 


